
１
、
今
後
４
年
間
の
市
政
運

営
を
す
す
め
る
基
本
的
な
信
条

は
。

２
、
新
庁
舎
が
米
原
駅
東
口
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

３
、
生
活
弱
者
に
対
す
る
福
祉

施
策
に
つ
い
て
。

４
、
今
後
の
米
原
市
の
教
育
に

つ
い
て
。

５
、
地
域
の
活
性
化
対
策
や
地

域
産
業
の
発
展
つ
い
て
。

６
、
米
原
市
の
公
共
交
通
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
。

７
、
米
原
市
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
。

８
、
原
発
問
題
や
原
子
力
防
災

の
あ
り
方
。

９
、
憲
法
９
条
や
平
和
問
題
に

つ
い
て
。

１
０
、
４
年
間
で
ぜ
ひ
実
現
さ

せ
た
い
施
策
に
つ
い
て
。

回
答
期
限
は
１
月
28
日
で
す
。

【
問
】
入
院
し
て
手
術
を
し
ま

す
。
医
療
費
が
心
配
で
す
が
、

何
か
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
答
】
そ
れ
で
は
、
高
額
療
養

費
制
度
と
い
っ
て
、
一
定
額
以

上
の
負
担
が
返
還
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
答
】
健
康
保
険
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
で
治
療
し
た
場
合
に
、

１
か
月
に
１
人
が
１
つ
の
医
療

機
関
ご
と
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
分
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
と
き
、
超
え
た
額
が
あ

と
で
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
に
は
、
保
険
で
給
付

さ
れ
る
訪
問
看
護
療
養
費
や
移

送
費
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
柔
道
整

復
師
、
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ

う
師
の
手
当
を
受
け
た
と
き
も

入
り
ま
す
。

た
だ
し
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
や

「
入
院
時
食
事
療
養
費
」
「
入

院
時
生
活
療
養
費
」
の
一
部
負

担
金
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
制
度
で
対
応
す
る
部
分

は
そ
ち
ら
へ
移
行
し
ま
す
。

【
問
】
支
給
の
条
件
や
支
給
額

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

【
答
】
「
70
歳
未
満
」
と
「
70

歳
以
上
75
歳
未
満
」
で
区
分
け

さ
れ
、
収
入
に
よ
っ
て
額
が
変

わ
り
ま
す
。
75
歳
以
上
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
な
り
ま
す
。

※
区
分
表
は
次
号
に
掲
載
し
ま

す【
問
】
入
院
期
間
中
に
か
か
っ

た
費
用
全
部
が
対
象
に
な
る
の

で
す
か
。

【
答
】
月
を
ま
た
が
な
け
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。
期
間
中
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
い

う
医
療
費
と
は
、
同
じ
人
の
医

療
費
自
己
負
担
分
を
、
同
一
の

月
内
に
、
同
一
の
医
療
機
関
ご

と
に
、
入
院
と
通
院
を
別
に
し

て
、
医
科
も
歯
科
も
別
に
し
ま

す
。

【
問
】
医
療
費
を
先
に
支
払
い
、

あ
と
で
限
度
額
分
以
上
を
返
還

し
て
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

【
答
】
は
い
。
市
の
窓
口
や
協

会
け
ん
ぽ
へ
申
請
し
ま
す
。
た

だ
、
70
歳
未
満
の
人
は
事
前
に

「
限
度
額
認
定
証
」
を
発
行
し

て
も
ら
い
、
受
診
時
に
医
療
機

関
に
提
出
す
れ
ば
、
医
療
機
関

に
支
払
う
入
院
費
用
は
限
度
額

ま
で
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

「
認
定
証
」
の
発
行
手
続
き
は

市
区
町
村
の
国
保
窓
口
、
健
保

の
人
は
協
会
け
ん
ぽ
の
窓
口
に

申
請
書
と
所
得
を
証
明
す
る
も

の
を
提
出
、
ま
た
は
郵
送
し
ま

す
。
申
請
後
「
認
定
証
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

70
歳
以
上
の
人
は
同
一
医
療

機
関
へ
の
入
院
お
よ
び
外
来
診

療
に
つ
い
て
も
、
支
払
い
は
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
問
】
こ
れ
か
ら
長
期
間
治
療

が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
答
】
「
多
数
該
当
世
帯
」
の

限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
１
年
間

に
同
一
世
帯
に
で
３
回
以
上
高

額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
、

４
回
目
か
ら
の
限
度
額
は
、
多

数
該
当
の
欄
を
く
だ
さ
い
。
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米 原 市 民 報
日本共産党米原市議団
清水隆徳℡52-1969
藤田正雄℡55-1128
太田幸代℡54-2286市長選挙立候補にあたって政策の基本は

来
月
12
日
告
示
、
19
日
投
票
の
米
原
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に
、
日
本
共
産
党
米
原
市
議

団
が
1
月
20
日
付
で
10
項
目
の
公
開
質
問
状
を
送
付
し
ま
し
た
。
詳
細
は
立
候
補
予
定
者
か
ら
回

答
が
あ
り
次
第
掲
載
し
ま
す
。
市
長
選
挙
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
日
本
共
産
党
市
議
団

と
し
て
今
回
に
臨
む
態
度
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

暮らしに役立つ制度ー高額療養費

雑
感
安
倍
内
閣
は
今
国
会
に
「
共
謀
罪
（
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
）
」
と
い
う
法
律
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
内
閣
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
「
テ
ロ
対
策
に
は
こ
の
法

律
が
必
要
」
と
今
国
会
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
法
律
で
適
用
さ
れ
る
犯
罪
は

６
０
０
を
超
え
、
「
共
同
し
て
悪
事
を
た
く
ら
む
」
だ
け
で
犯
罪
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
犯
罪
の

着
手
が
な
く
て
も
、
「
話
し
合
い
を
し
て
、
合
意
し
た
」
だ
け
で
犯
罪
と
な
り
ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
、

そ
の
勢
い
で
誰
か
の
意
見
に
「
そ
う
だ
。
そ
う
だ
」
と
言
っ
た
だ
け
で
、
犯
罪
と
な
る
の
で
す
。
政

府
は
「
テ
ロ
集
団
」
し
か
想
定
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
テ
ロ
集
団
は
一
般
の
中
に
紛
れ

て
い
ま
す
。
過
去
の
治
安
維
持
法
で
は
拡
大
解
釈
さ
れ
、
多
く
の
市
民
を
対
象
に
取
り
締
ま
り
が
強

化
さ
れ
、
相
互
監
視
の
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
第
２
の
治
安
維
持
法
で
は
と
恐
ろ
し
く
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
心
配

高
額
療
養
費
制
度

限
度
額
認
定
証

を
活
用
し
よ
う

暮
ら
し
に
役
立
つ
制
度
紹
介

送
付
し
た
十
項
目

の
公
開
質
問
状

そ
の
限
度
は

い
く
ら
で
す
か


